
通巻５０４号

2星空ガイド（３‐４月）

4江戸時代の天文書に見られる「しかけ」

10星「食」は、白道にあり

12ジュニア科学クラブ

13学芸スタッフ紹介

14化学のこばなし「ノーベル化学賞」

16新プログラム紹介

18うちゅうＶｏｌ．４２もくじ

20インフォメーション

22友の会

24展示場へ行こう「ボールをうかそう」

22002266年年33月月1100日日発発行行（（毎毎月月11回回1100日日発発行行））
IISSSSNN11334466－－22338855

22002266／／MMaarr..
VVooll.. 4422 NNoo.. 1122

33
ああああああああああああああ

ああああああああああああああああああ

仮画像

写真：企画展示「ほがらかに」－南部陽一郎の人生と研究―
展示場４階にて開催中(３/２８まで)。

「万博体験のパートナー、手持ちデバイス展」開催中です



星空ガイド ３月１６日～４月１５日

※惑星は２０２６年４月１日の位置です。

よいの星空
３月１６日２２時頃

４月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
３月１６日 ４時頃

４月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

３ １６ 月 ６：０７ １８：０６ ４：３１ １５：０８ ２６.６

２１ 土 ６：００ １８：１０ ６：５５ ２０：４４ ２.１

２６ 木 ５：５３ １８：１４ １１：０２ １：２５ ７.１

４ １ 水 ５：４５ １８：１８ １７：３７ ５：０３ １３.１

６ 月 ５：３８ １８：２２ ２２：３８ ７：２８ １８.１

１１ 土 ５：３２ １８：２６ １：５３ １１：４８ ２３.１

１５ 水 ５：２６ １８：２９ ３：５５ １６：０４ ２７.１

星空ガイド
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春分とは

３月２０日は春分の日です。春分の日には、昼と夜の長さがほぼ等しく、太陽は真

東から昇り真西に沈みます。ですが、そもそも春分とはいったい何なのでしょうか。春

分が分かれば、こうした太陽の動きも理解することができます。

太陽は一年を通じて恒星の中を移動し、その通り道を「黄道」と言います（前ペー

ジ星図の黄線）。一方、地球の赤道を天に延長した線を「天の赤道」と言います（前

ページ星図の赤線）。地球の地軸は２３.４°傾いているため、黄道と天の赤道も同じだ

け傾いていて「うお座」と「おとめ座」で交わります。「うお座」辺りに太陽が来た時の季

節は春なので「うお座」の交点を春分点と呼んでいます（「おとめ座」は秋分点）。つま

り春分とは、太陽が春分点の上を通過する瞬間を指す言葉で、春分を含む日のこと

を春分の日と定めています。ところで、天の赤道は定義上、必ず真東と真西を通りま

す。ということは、春分の日には太陽は天の赤道上にあるので、春分の日の太陽は真

東から昇り真西に沈むということです。ところで、春分より前には太陽が赤道より低い

位置に来るため太陽は南寄りに、春分を過ぎると太陽が赤道より高い位置に来るた

め北寄りになります。太陽の位置の変化を感じながら、春分を迎えましょう。

写真：ＫＡＧＡＹＡ

三田村 耕平（科学館学芸スタッフ）

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

３ １７ 火 彼岸の入

１８ 水 明方に月と水星と火星がならぶ

１９ 木 ●新月（１０時）

２０ 金 春分の日／春分（太陽黄経０°）

２２ 日 月が今月最近（２１時・３６６７１８㎞）

海王星が合

２３ 月 月とすばるがならぶ

２５ 水 土星が合

２６ 木 上弦（４時）

火星が近日点を通過

２７ 金 月と木星がならぶ

月 日 曜 主な天文現象など

３ ３０ 月 月とレグルスがならぶ

４ １ 水 ユダヤ暦過越の始まり

２ 木 ○満月（１１時）

４ 土 水星が西方最大離角

５ 日 清明（太陽黄経１５°）

６ 月 木星が東矩

７ 火 月が今月最遠（１８時・４０５１５８㎞）

明方に月とアンタレスがならぶ

１０ 金 下弦（１４時）

１３ 月 明方に火星と海王星が接近

天の北極
（北極星）

太陽

東

南

天
の
赤
道北

西
黄道

天の南極
冬至の日の出 春分の日の出 夏至の日の出
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写真１．しかけ絵本写真１．しかけ絵本

嘉数 次人

１．本の中のひと工夫

図書館や書店に行くと、宇宙や天体の

ことを紹介している本が数多くあります。ま

た、学校や科学館でも、教科書や教材を

通じて知識や情報を伝えています。これら

の書物や教材では、読む人や学ぶ人の理

解を助けるために、様々な工夫が凝らさ

れることもあります。

日本の江戸時代においても同様で、天

文学に関する本の中には、天体の動きや

現象をわかりやすく説明するために、パー

ツを動かすなどの「しかけ」が組み込まれ

ているものがあります。本に組み込まれた「しかけ」と言えば、本を開くと立体物が出て

くる「飛び出す絵本」や、扉を開いて家や装置などの中を見る絵本などが思い浮かび

ますが、それらの元祖とも言えます。

今回、江戸時代の天文学書に見られる「しかけ」を調べる機会がありましたので、

そのいくつかをご紹介したいと思います。

２．天文のしかけ本の嚆矢『天経或問註解』

２－１．『天経或問註解』

江戸時代に刊行された天文書の中で、

最も早く「しかけ」を用いた本と考えられる

のが、１７５０年に出版された、入江脩敬

の『天経或問註解』（写真２）です。この本

は、１７世紀末に中国で出版された科学

書『天経或問』の内容に注釈や解説を加

えたものです。『天経或問』は、１７３０年に

日本でも出版されベストセラーになりまし

たが、入江によるこの註解本も後年まで版

を重ねて出版された人気の書物でした。

『天経或問註解』の図版に注目すると、

江戸時代の天文書に見られる「しかけ」

写真２．『天経或問註解』写真２．『天経或問註解』
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『天経或問』原書の図を改訂したもの

を中心に豊富にあり、わかりやすいよ

うに工夫されています。中でも、入江

によるオリジナル解説図３点に、「しか

け」が組み込まれています。

①月の満ち欠けのしくみ図

②日食と月食のしくみ図

③地上での時差のしくみ図

このうち、①の図は本誌２０２０年

１２月号で紹介しましたので、そちらを

ご覧いただくとして、ここでは③の図を

紹介します。

２－２．地上の時差のしくみ図

さて、③は、地球が丸い天体であ

ることから、地上にいる場所の東西に

よって時差が生じ、それぞれの場所

での時刻が違うことを解説した図です

（写真３）。本のページ上には２枚の

円盤が乗せられています。まず下側の円盤は、経度で９０度ごとの場所における時

刻（一日を十二等分して十二支で表記する時刻法）が描かれ、上側の円盤には地

球と周囲を取り巻く天球が描かれています。そしてこの２枚の中心を合わせて重ね、

中心部分を糸で書物のページに取り付けています。使い方は、この２枚の円盤を回

転させて、地上のさまざまな場所で

の時刻の違いや、時間の移り変わり

を知ります。時刻の円盤上には太陽

も描かれていますので、地上からみ

た太陽の位置と時刻の関係もわかり

ます。

この図のオリジナル図は『天経或

問』に掲載されているのですが（写真

４）、「しかけ」はなく、回転させること

はできません。そこで入江は、図を２

つのパーツに分けて回すことができる

ように改良しました。これにより時差だ

けでなく、地球の自転に伴ってそれぞ

９ポ
８ポ

写真４．『天経或問』のオリジナル図。「地にし
たがう天頂・子午の図」
写真４．『天経或問』のオリジナル図。「地にし
たがう天頂・子午の図」

写真３．『天経或問註解』の「地にしたがいて、
十二時ようやく移るの図」
写真３．『天経或問註解』の「地にしたがいて、
十二時ようやく移るの図」
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れの地点でどのように時刻が変わるの

かをも説明できる図になっています。

著者の入江脩敬は儒学で久留米藩

に仕えましたが、天文学にも詳しい人物

です。入江は自著『天経或問註解』が

天文を学ぼうとする人の入門書になる

ように意識したようで、特に説明図を重

視していました。本の中でも、「自分に

入門する人には、まず本書の図巻で講

義をした上で『天経或問』の本論を講

じ、その真理を学ばせている」と述べて

いるほどで、出版前から「しかけ」図も含

めた図版を積極的に講義に使っていた

様子が窺えます。

２－３．丸い地球で起こることの説明

ところで、当時、天文を教える人にと

って、地球が丸いことによって生じること

を説明するのは難しかったのでしょう

か。１８０２年に岩橋善兵衛が表した

『平天儀図解』という本には、ページ本体に地球と天球の図を描き、その上に地上に

立つ人を描いた短冊を乗せ、地球中心で固定した「しかけ」図があります。この短冊

を回転させることにより、地球上にいる人は場所の関係なくすべて地面の上に立って

いることを説明しています。現代でも、「地球の裏側にいる人は、逆立ちしているのに

大丈夫なの？」という素朴な疑問を持った経験をお持ちの方がいらっしゃるかと思い

ますが、それと同じことが江戸時代にもあったことが想像できます。

そして、この疑問に対する説明ですが、岩橋善兵衛の時代にはまだ重力の概念は

ほとんど知られてなかったことから、「上より下へ押さえる「気」によって、物はすべて

地球の中心へ落ちる」としています。

３．日食や月食のしくみを紹介する「しかけ」

太陽や月が欠ける日食や月食は、古くからよく知られた天体現象です。それらの

現象について解説した『西洋暦日月交食図説』という書物には、「しかけ」を使って現

象のしくみを説明した図（写真６）が掲載されています。なお、本書には著者や成立

年代が記されていませんが、１８世紀後半から１９世紀前半に書かれたと思われま

す。

写真５．『平天儀図解』の「地心図」と解説文写真５．『平天儀図解』の「地心図」と解説文

Ｍｏｖａｂｌｅ ａｓｔｒｏｎｏｍｙ ｂｏｏｋ
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写真７．『天経或問註解』の「交食精図」写真７．『天経或問註解』の「交食精図」

本の本体ページには、地球を中

心とした天球が描かれ、その中に

太陽の軌道（黄道）と月の軌道（白

道）が、天球中心から少しずらして

描かれています。そして、地球と地

影（太陽光によってできる地球の

影）を表したパーツがあり、その地

球中心を天球中心の場所に糸で

取り付けています。同様に、黄道と

白道の中心には、太陽と月がそれ

ぞれの軌道上をめぐる様子を表す

パーツが取り付けられています。

これらのパーツをうまく回すと、

日食と月食が表現できます。例え

ば、太陽軌道（黄道）と月軌道（白

道）の交点の同じ場所に太陽と月

を置けば日食になります。また、太

陽と月をそれぞれ別の交点に置

き、地球から見た太陽と反対側

（月を置いた位置）に地影を置けば、月食になります。

ところで、これとほぼ同じ「しかけ」図は、前

述の『天経或問註解』に「交食精図」という名

称で掲載されています（写真７）。これが前

節で「②日食と月食のしくみ図」として挙げた

ものです。著者の入江脩敬によると、この図

は、入江の師であった嶋芝蘭という人が説明

する際に示していたもので、とても分かりやす

かったので、自分もここで採用して掲載したと

述べていますから、『天経或問註解』の方が

オリジナルの図ではないかと考えられます。

４．宇宙空間での天体の運動を表現する「しかけ」

この『西洋暦日月交食図説』にはもう一つ、「しかけ」を用いて宇宙の構造とともに

日周運動や公転運動を紹介するという、スケールの大きな図も見られます（写真

８）。当時、知られていた宇宙モデルはいくつかあるのですが、『西洋暦日月交食図

説』は写真９のような天動説モデルに基づいていて、中心にある地球の周りに月、太

写真６．『西洋暦日月交食図説』の日月食のしくみ
図
写真６．『西洋暦日月交食図説』の日月食のしくみ
図
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陽（その周りを水星、金星が

まわる）、火星、木星、土星が

まわり、さらにその外側に恒星

（経星）天があり、最外層には

日周運動を担う宗動天があり

ます。

では、この図の「しかけ」を

詳しく見てみましょう。まず、

書物のページの上に、①宗

動天と恒星（経星）天を描い

た円盤があり、②その上に土

星から月までの軌道を描いた

円盤を重ねます。③さらにそ

の上に太陽と月を表したパー

ツがあり、④一番上には地球

を表した円形のパーツが乗っ

ています。そして、それぞれの

中心を合わせ、糸で書物のページに取り付けています。

一番下の①を回せば、日周運動ですべての天体が東から西へ動く様子が再現で

きます。また②の円盤だけを廻せば、太陽系の天体が公転運動により西から東へ動

く様子を表せます。さらに、①を回しながら②を回すと、両者を組み合わせた動きを

表現することも可能です。太陽と月はそれ

ぞれ独立して動かすこともできますので、

うまく使えば、月の満ち欠けや日食・月食

といった現象をも説明することも可能で

す。

この「しかけ」図は、月や惑星などの天

体の運動を表現するオーラリーという立体

模型を平面化した装置、ということもでき、

とてもユニークなものということができま

す。

５．月の不等速運動を表現する「しかけ」

地球の衛星である月は、１カ月弱で地

球の周りを公転しています。しかし、軌道

が楕円であることや、太陽の引力の影響
写真９．岩橋善兵衛『平天儀』の宇宙図写真９．岩橋善兵衛『平天儀』の宇宙図

写真８．『西洋暦日月交食図説』の宇宙図写真８．『西洋暦日月交食図説』の宇宙図
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を受けるなどのため、その運動はとても複雑

で、同じ速度で動いているわけではありませ

ん。そこで、不等速運動を説明するための方

法の一つが周転円理論です。月の軌道上に

中心を持つ周転円という軌道を設けて、その

上を月が運動します。これを「しかけ」で説明

した図が、前出の岩橋善兵衛の『平天儀図

解』で見られます（写真１０）。本のページ上

に太陽と月の軌道を描き、その上に軌道上

をめぐる太陽と月のパーツを置き、地球が位

置すると思われる点に糸で留めています。さ

らに月のパーツ上の、軌道上に当たる場所にも円盤状のパーツが取り付けられて、

回転するようになっています。この円盤状のパーツが周転円で、その上には月があり

ます。これらのパーツを回転させることで不等速運動を説明しています。

６．天文の「しかけ」図を楽しもう

ここまで、江戸時代の天文学書に見られる「しかけ」のいくつかを見てきましたが、

意外にも種類が豊富であることがわかります。それらの多くは既存の説明図をベース

に、「しかけ」を付け加えるという工夫の様子もうかがえます。

天文学では、地上から見た天体の動きや天体現象が起こるしくみ、宇宙空間での

天体の軌道や運動などを理解するためには、空間的・立体的な把握が必要になりま

す。しかし書物という媒体では、二次元で、しかも動かない図での表現になってしまい

ます。したがって、その弱点をうまく補ったのが「しかけ」の採用ということができます。

本の著者たちが、図を使って弟子に教えていた時に不便さを感じ、それらが改良に

つながったのかもしれません。もちろん、三次元的なモデルよりも簡便に制作すること

が可能なこともメリットです。

そして、忘れてはならないのが、市販の本に「しかけ」を組み込むことを実現した出

版社側の努力です。小さなパーツを切って使ったり、糸でつないだりと、とても細かく

手間のかかる作業が行われています。その上で、たくさんの部数を発行するのです

から、江戸時代の日本の出版文化のレベルの高さを感じます。

このような、近世の天文書に見られる「しかけ」図は、博物館施設などでも公開さ

れていることがありますので、眼にした時は、ぜひご覧になってください。

嘉数 次人（科学館学芸員）

【謝辞】本稿は、ＪＳＰＳ科研費２４Ｋ２１１７０の助成を受けた研究成果です。

写真１０．『平天儀図解』の月軌道図写真１０．『平天儀図解』の月軌道図
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星「食」は、白道にあり

図１．日食の様子図１．日食の様子

天文での「食」

天文用語で「食」というのは、遠くの天体が、手前にある

天体に隠される現象です。また、惑星など発光しない天体

の影に、衛星など自分で光らない天体が入って見えなくな

るのも「食」ということがあります。

天体の「食」で、身近なのは、太陽が月に隠される日食で

す（図１）。また、天体の影に入る例としては、月が地球の影

に入る月食がこれにあたります。日食や月食は世界全体で

はそれぞれ年に２回以上は起きており、それほど珍しいでき

ごとではありません。

ただ、模式図でなく、正しいスケールで描くとわかるのですが（図２）、天空で直径

０.５度にすぎない太陽や月が隠されるのは微妙なことで、大阪で見られると限定する

と観察できるチャンスはぐっと減ります。

ということで、大阪でみられる次の日食は２０３０年６月１日の午後５時前後です。

北海道では金環日食になります。やはりそうちょいちょい起こるわけではないわけで

す。

ただ、月に天体が隠されるということなら、太陽に限りません。たとえば、金星はどう

でしょうか？実は金星が月に隠される金星食も時々起こります。次の金星食は今年

６月１８日ですが見られるのは北米です。日本で次は２０２９年１０月１１日ですが大

阪では見られず、２０３６年の９月１７日まで待たなければなりません。なおその次は

２０３７年７月１５日です。

ただ、天空に星は「星の数ほど」あり、対象とする星を増やせば、より頻繁に食は楽

しめます。食は月の移動がわかるダイナミックな出来事ですので見ごたえがあります。

図２．正しいスケールで描いた、月、地球と、日食になるエリア。エリア狭い！図２．正しいスケールで描いた、月、地球と、日食になるエリア。エリア狭い！

天文の話題
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「食」は白道にあり

ということで、１等星に範囲を広げて、これから大阪で見られる「食」を一覧にしてみ

ます。また世界のどこかで食になり、大阪では月に接近するのも入れます。大阪から

見られる１等星は１６個ありますから、期待ができそうですね。

…実は、今年は３月までにレグルスの食が２回あったのですが、しばらく１等星の食

はないですね。めぐり合わせが悪いというか。ただ、見ていると、食を起こす１等星がさ

そり座のアンタレスとしし座のレグルスばかりということはわかります。未来に伸ばして

も、おとめ座のスピカとおうし座のアルデバランが加わるだけです。

これは、食が月の通り道でしか起こらないからです。月の通り道「白道」は太陽の通

り道（黄道）と±５度傾いて変化しますが、おおざっぱに黄道で置き換えて図を作ると

（図３）、食になる１等星が誕生日の星座に限られるのがわかります。星「食」は、白

道にありです。

渡部 義弥（科学館学芸員）

日時 「食」か接近する天体・備考

２０２６／３／３０ ３時 レグルス（接近）

２０２６／４／７ ４時 アンタレス（接近）

２０２６／５／２３ １５時 レグルス（超接近・白昼）

２０２６／５／３１ １９時 アンタレス（接近）

２０２６／６／１７ ２０時 金星・木星（接近）

２０２６／６／１９ ２２時 レグルス（接近）

…

２０３０／６／１ １１時 火星食（白昼・太陽近い）

２０３２／４／２５ ３時 スピカ食

２０３２／６／１８ １９時 スピカ食

２０３４／３／２５ １２時 アルデバラン食（白昼）

２０３４／７／１３ ３時 アルデバラン食

９ポ
８ポ

表１．これから大阪で見られる「食」と月が天体のそばにくる現象表１．これから大阪で見られる「食」と月が天体のそばにくる現象

ⒸＪＡＸＡ

図３．黄道（月の通り道の白道とほぼ同じ）と星座の関係。図３．黄道（月の通り道の白道とほぼ同じ）と星座の関係。

Ｙ．ＷＡＴＡＮＡＢＥ
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★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

最終回のジュニア科学クラブでのみなさんのミッションは、おもりを落

として、まっすぐ着地させること！かんたんだと思いますか？実際にや

ってみると、意外とむずかしいんですよ。

紙やテープなど工作の材料は科学館でたくさん用意しておきます。
せ っ け い ず

決められた設計図はありません。自由に考えて、自由に工夫して、み

ごと着地させましょう！

科学デモンストレーター（大阪市立科学館ボランティア）

このページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。

ジュニア科学クラブ 3ジジュュニニアア科科学学ククララブブ 33

ちょうせん

バランス着地に挑戦！

３月１５日（日） ９：４５ ～ １１：３０
◆集 合：研修室（展示場地下１階） ９：３０～９：４５の間に来てください

◆もちもの：会員手帳、会員バッジ、筆記用具、使いなれたハサミ（ハ
サミは科学館でも用意します）

※最新の情報は、科学館公式ホームページ（ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／）をご覧ください。

ペットボトルで何をするの？！

材料をたくさん用意しています！材料をたくさん用意しています！

ジュニア科学クラブ
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はじめまして。７月より天文担当学芸スタッフとなりま

した、三田村耕平（みたむらこうへい）と申します。

私が天文を明確に意識したのは、高校生の頃に山

頂で星を見たことでした。空気が薄く街明かりが届かな

い環境は、文字通り満天の星を見せてくれました。私も

元々自然や理科が好きでしたが、幼少期は星をあまり

意識していませんでした。それは、生家の前が晴れて

いれば天の川がギリギリ見えるかどうかの暗さで、星が

身近過ぎたのかもしれません。実は小学生の頃に一

時、理科の授業で惑星の動きに関心を持ったものの、

それがすぐには天文と繋がらず、後年になってその経

験が天文趣味の高じる一因だったのかもと思い始めています。

大学院では、データを３次元的に再構築して解析する研究をしていました。そこか

ら転じて、現在では科学教育としてより分かりやすい可視化・体験の手法に興味があ

ります。プラネタリウムは、最も手軽に体験できる没入型情報メディアです。図や平面

映像では理解が難しい科学の概念や現象も、プラネタリウムを駆使すれば、はるかに

理解がしやすくなるはず……と思い、日々新たな表現技法を模索しています。

ところで、天体や現象に名前を付け、覚え、共有するということは、知られている限

り人間のみができる営みです。生物は、動物のある段階でものを見ることができるよう

になり、霊長類になることで指をさすことができるようになりました。そして人類は、言

葉を操ることで、宇宙の遥か彼方にあるものでさえ、自分の中に記録しその一部にす

ることができます。星の名前を一つ憶えるご

とに、自分の世界が少しずつ広がっていく、

そうした感覚をぜひプラネタリウムで感じてい

ただきたいと思っています。

学芸員さんや他のスタッフさんと比べて経

験も浅く、未熟で至らない点もあるかと思い

ますが、私自身が楽しみながら投影をしてい

きますので、皆さまもご一緒に楽しんでいた

だければ幸いです。よろしくお願いいたします。

三田村 耕平（科学館学芸スタッフ）

学芸スタッフ紹介

画像３．ＳＯＲＡ‐Ｑが月面で撮影したＳＬＩＭ
ⒸＪＡＸＡ／タカラトミー／ソニーグループ（株）／同志社大学

新スタッフ紹介
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ノーベル化学賞１３８

北川進氏（京都大学特別
教授）
ⒸＮｏｂｅｌ Ｐｒｉｚｅ Ｏｕｔｒｅａｃｈ

毎年１０月初旬に発表されるノーベル賞。２０２５年の

発表では、日本の研究者が２人受賞されましたね。このう

ちゅうが発行される２０２６年３月ですと、既に５か月がた

ちましたが、皆さんその方々のお名前と受賞内容を憶え

ていらっしゃるでしょうか。

お１人目は、１０月６日に発表された、大阪大学の坂

口志文特任教授が他の２人の先生と「末梢性免疫寛容

に関する発見および制御性Ｔ細胞の機能解明」という内

容、そしてもうお一方が１０月８日に、「金属有機構造体

の開発」という内容で、京都大学の北川進理事・副学

長、高等研究院特別教授がＲ．ロブソン氏、Ｏ．ヤギー氏

と３名で化学賞を受賞しています。

どちらの研究も私たちの実生活に大きくかかわる内容

で、今後もその研究の発展が期待される内容です。

今回のノーベル化学賞の内容を簡単に紹介する前に、確認です。皆様は、日本

人でノーベル化学賞を受賞した人はすべて憶えていらっしゃいますか？

電脳上で聞けば一発で教えてくれますが、一旦以下におさらいしておきましょう。

２０２５年のノーベル化学賞

では、２０２５年のノーベル化学賞について簡単に見ていきましょう。今回の受賞内

容は「Ｆｏｒ ｔｈｅ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ｍｅｔａｌ‐ｏｒｇａｎｉｃ ｆｒａｍｅｗｏｒｋｓ（金属有機構造

体の開発）」というもので、金属有機構造体「Ｍｅｔａｌ‐Ｏｒｇａｎｉｃ Ｆｒａｍｅｗｏｒｋｓ（ＭＯＦ）」

表．日本人のノーベル化学賞受賞者

化学のこばなし
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を開発したことでの受賞です。このＭＯＦとは何か？これは金属原子と有機物で非常

に細かい空間を持った分子を作り、その分子の空間には、狙った分子を閉じ込め、

必要に応じて放出させることができるものです。これは、まさに私たちの病気の治療や

地球環境の改善などに役立つものとされています。

学術的な功績と実用性は、「設計可能なナノ空間」という新しい化学の概念を生

み出した学術的功績と、環境・エネルギー問題解決につながる実用性の両面があ

り、その内容が評価されています。

これまで存在していた物質では困難だった「分子レベルで穴の大きさや形状を自

由自在に設計できること」、つまり新しいナノ空間を作り出したことと、それがさまざま

な問題の解決に大きく貢献する可能性を秘めているということです。

例えば病気の治療などでいうと、「ドラッグデリバリー（薬物送達）」という仕組みで、

ＭＯＦを利用し、ＭＯＦの持つ高い表面積と多孔性を持つことにより、薬剤を内部に大

量に保持できます。また、その薬剤の放出速度を調整しやすく、必要に応じたところ

にだけ薬を届けるように設計できます。

また、バイオメディカルに応用

され薬剤だけでなく、酵素・ウイ

ルス・タンパク質など複雑な生

体分子も運搬可能なことから、

がん治療、感染症治療、診断

技術など多方面で研究されて

います。例えば、治療のための

画像診断には、ＭＯＦに金属イ

オンを組み込み、高いコントラス

トが得られるようにして、画像診

断を容易にすることもできるよう

です。どちらも必要なところに物

を届けられるということが、ミクロ

の宅配便という感じです。

それから、地球環境が、悪くなっているということ、例えば、温暖化に関して、二酸

化炭素を吸収して閉じ込め保持し続けることもできます。また、雨の降らない環境下

でも空気中の水分を取り込み、砂漠のように乾燥した地域でも空気中の水分を効率

よく吸着し、太陽光などのエネルギーで放出して水を回収できます。１ｋｇのＭＯＦで

１～３.５Ｌ／日の水を得られるレベルまで進化しています。今後のＭＯＦのさらなる発

展を期待しましょう。

小野 昌弘（科学館学芸員）

Ｍ．ＯＮＯ
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彗星ってどんな星？

２０２４年の秋に見られた、

ツチンシャン・アトラス彗星は

まだ記憶にも新しく、久しぶり

に立派な尾が見える彗星でし

た。彗星は尾を持つことが特

徴の天体で、他の天体とは大

きく見た目が違っています。し

かも、いつも見られるものでは

なく、ある時突然に現れて、

数日から数週間程度でまた

見えなくなってしまいます。

しかも、この彗星の尾は、

彗星の進行方向にそって伸びるのではなく、太陽と反対方向に伸びることが知られて

います。この彗星という天体は一体どんな天体で、なぜこのような変わった特徴を持

つのでしょうか？

彗星は、太陽系の外縁部の太陽の熱があまり届かないエリアにあった氷天体が太

陽に近づく軌道に変化したものです。太陽に近づくとその熱で氷が溶け、ガスやチリを

放出します。その放出されたガスやチリが、太陽と反対方向へ吹き飛ばされて、尾と

して観察されるのです。さらには、ロゼッタをはじめとする彗星探査機による近接探査

で彗星の「本体」とも言える氷天体の素顔も分かるようになってきました。

企画・制作：飯山 青海（学芸員）

３月からのプラネタリウム
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ＯＲＩＧＩＮ 太陽系のはじまりを求めて

私たちの太陽系は、どのようにして

生まれたのでしょう。近年の観測で、

宇宙には太陽系と同じような惑星系

がいたるところに存在することが分か

ってきました。そこで研究者たちは、こ

れら惑星系の誕生するようすをくわし

く観測できれば、太陽系がどのように

生まれて来たのかを知ることにつな

がると考えました。

しかし、星や惑星の誕生のようすを

詳しく観測することは、それほど簡単

なことではありませんでした。星はガスや塵からなる星雲の中で生まれてきますが、星

雲はとても温度が低く、私たちの目に見える光、可視光を出していません。つまり、普

通の望遠鏡では見えないのです。でもその代わり、電波を出していることが分かりまし

た。この電波をとらえることができれば、新しい星と惑星が生まれつつある場所で何が

起こっているのかを知ることができます。

“星や惑星が生まれてくる様子をもっとよく見たい、もっとくわしく知りたいー”。そん

な研究者たちの思いから建設された世界最高性能の電波望遠鏡が、「アルマ」で

す。この番組の主人公は、太陽系のはじまりを研究している研究者。声優・杉田智和

さんのナレーションでお届けします。さあ、アルマとともに太陽系のはじまりを探る旅に

出かけてみましょう。

企画・制作：西野 藍子（学芸員）

写真：ＫＡＧＡＹＡ

Ⓒ「ＯＲＩＧＩＮ」製作委員会Ⓒ「ＯＲＩＧＩＮ」製作委員会

３月からのプラネタリウム
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表紙

４月１３日大阪・関西万博開幕です ４‐１

企画展「プラネタリウム１００年-プラネタリウム
の過去・現在・未来-」開催中です

５‐１

展示場４階のコッククロフト・ウォルトン型加速
器とバンデグラフ加速管

６‐１

スペシャルナイト「プラネタリウム１００周年ク
ロージングイベント」開催しました。

７‐１

企画展「極限時空・ブラックホールと重力波」
開催中です

８‐１

ミニ企画展「気象業務１５０周年」を開催しまし
た。

９‐１

「大阪の宝」で展示したガリレオの「天文対話」 １０‐１

今月号は「うちゅう」創刊５００号です。 １１‐１

レモン彗星（１１月１日） 吉岡克己 １２‐１

企画展「静電気の世界」開催中です １‐１

冬の夜空を彩るオリオン座 江越航 ２‐１

「万博体験のパートナー、手持ちデバイス展」
開催中です

３‐１

メイン記事

展示場２階「みんなでたのしむ
サイエンス」の物理

石坂千春 ４‐４

スマート望遠鏡で広がる、あな
たの宇宙

渡部義弥 ５‐４

ウエルネス・スマートハウス
６‐４

池田一雄、石丸翔也、植田大樹、岡﨑和伸

光る半導体 小島一信 ７‐４

「大阪の宝」ただいま公開中 嘉数次人 ８‐４

コンピュータと数学とＡＩと 宮島啓一 ９‐４

大阪の気候と風土 江越航 １０‐４

ジェイムズ・ウェッブ宇宙望遠
鏡：宇宙のはじまりを探る冒険

播金優一 １１‐４

北京で垣間見た中国のプラネ
タリウム事情

渡部義弥 １２‐４

星はいかに生まれるか 西野藍子 １‐４

静電気にまつわるさまざまな技
術

上羽貴大 ２‐１

江戸時代の天文書に見られる
「しかけ」

嘉数次人 ３‐４

星空ガイド

月と惑星がならぶのはなぜ？ 野村美月 ４‐１５

春の空を彩る２つの麦星 野村美月 ５‐２

幻の流星群、ポン・ウィンネッケ
流星群

飯山青海 ６‐２

ペルセウス座流星群 飯山青海 ７‐２

皆既月食を見よう 飯山青海 ８‐２

中秋の名月 三田村耕平 ９‐２

太陽系外惑星ペガスス座５１番
星ｂ

三田村耕平 １０‐２

ふたご座流星群 三田村耕平 １１‐１０

冬至の日の入りは最速にあらず 三田村耕平 １２‐２

変光星～明るさの変わる星～ 三田村耕平 １‐２

カノープス・チャレンジ 三田村耕平 ２‐２

春分とは 三田村耕平 ３‐２

天文の話題

突然の大彗星アトラス彗星 飯山青海 ４‐１６

台風と星座 江越航 ５‐１６

初夏の空に新星はじけて！～
かんむり座Ｔ星

渡部義弥 ６‐１０

企画展「極限時空・ブラックホー
ルと重力波」

石坂千春 ７‐１０

天の川銀河の中心に迫る 西野藍子 ８‐１０

恒星の観測データと星表 嘉数次人 ９‐１０

レモン彗星Ｃ／２０２５ Ａ６に期待 飯山青海 １０‐１０

「見えてきた！系外惑星」をめぐ
る２つの話題

石坂千春 １１‐１４

ヘルツシュプルング・ラッセル図 江越航 １‐１０

２０２６年注目の天文現象 三田村耕平 １‐１６

ゲームでリアル月面探索！？
「ＲＥＡＬ ＭＯＯＮ」

野村美月 ２‐１０

星「食」は、白道にあり 渡部義弥 ３‐１０

窮理の部屋

２１１ 手作りブーメランであそぼう 上羽貴大 ５‐１０

２１２ 「ロケット！」はみだし話 猪口睦子 ６‐１４

２１３ 「光の螺旋」実験に挑戦！ 木村優斗 ７‐１４

２１４ ステンレスは磁石につく？ 猪口睦子 ９‐１６

２１５ 「静電気で発電」ってどうよ？ 猪口睦子 ２‐１２

化学のこばなし

１３３ 偶然うまれた青色顔料 木村優斗 ４‐１８

１３４ 科学館のイスで、座れる
分子をつくろう！

上羽貴大 ８‐１４

１３５ 岩塩の潮解 小野昌弘 １１‐１６

１３６ 通れなかった光はどこ
へ・・・？

木村優斗 １２‐１０

１３７ 高貴なむらさき色の染料 上羽貴大 １‐１４

１３８ ノーベル化学賞 小野昌弘 ３‐１４

うちゅうＶｏｌ．４２もくじ

２０２５ ＩＮＤＥＸ
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科学館のコレクション

１３０ タンジェントガルバノメー
ター

大倉宏 ４‐３

１３１ 電気科学館の「透明人間
の部屋」製作仕様書

西野藍子 ５‐１３

１３２ 日本万国博覧会記念メダ
ルＭＥＤＡＬ ＥＸＰＯ’７０

渡部義弥 ６‐１３

１３３ ウルシノキ（丹波産） 上羽貴大 ７‐２４

１３４ 毛髪湿度計 江越航 ８‐１３

１３５ 球面計 嘉数次人 ２‐２４

展示場へ行こう

電波望遠鏡 西野藍子 ４‐２４

素材の音の聞きくらべ 上羽貴大 ５‐２４

企画展で見よう！「江上式星座
投影装置」

嘉数次人 ６‐２４

炭素循環ってなに？ 飯山青海 ８‐２４

実物周期表（の抜けてる部分） 渡部義弥 ９‐２４

光のとおり道 江越航 １０‐２４

巡回企画展「野辺山天文台展」
開催中

西野藍子 １１‐２４

岩絵の具 上羽貴大 １２‐２４

家電製品のいろいろ 嘉数次人 １‐２４

ボールをうかそう 石坂千春 ３‐２４

ジュニア科学クラブ

ジュニア科学クラブへようこそ 上羽貴大 ４‐１２

偏光板であそぼう！ 上羽貴大 ４‐１３

分子をつくってみよう Ｑ‐ＬＥＡＰ ５‐１２

作って飛ばそう！ブーメラン！
科学デモン
ストレーター

６‐１２

夏休みの天体観察 嘉数次人 ７‐１２

結晶で探る原子の世界 上羽貴大 ８‐１２

バランス着地に挑戦!！
科学デモン
ストレーター

９‐１２

ジュニア科学クラブへようこそ 上羽貴大 １０‐１２

偏光板であそぼう！ 上羽貴大 １０‐１３

分子をつくってみよう Ｑ‐ＬＥＡＰ １１‐１２

冬休みの天体観察 飯山青海 １２‐１２

結晶で探る原子の世界
京都工繊大
“ぽっけ”

１‐１２

作って飛ばそう！ブーメラン！
科学デモン
ストレーター

２‐１８

バランス着地に挑戦！
科学デモン
ストレーター

３‐１２

科学館の新プログラム

いて座の楽しみ方 江越航 ６‐１６

ＧＡＬＡＸＹ～銀河の生い立ちを
探る～

石坂千春
飯山青海

６‐１７

見えてきた系外惑星 石坂千春 ９‐１８

星の降る夜に 飯山青海 ９‐１９

星の一生 野村美月 １２‐１４

宇宙ヒストリア～１３８億年、原
子の旅～

石坂千春 １２‐１５

彗星ってどんな星？ 飯山青海 ３‐１６

ＯＲＩＧＩＮ 太陽系のはじまりを求
めて

西野藍子 ３‐１７

その他の科学の話題

韓国の科学館に行ってきました
その１

木村優斗 ５‐１４

韓国の科学館に行ってきました
その２

木村優斗 ７‐１６

宇宙から見る地球はなに色に
みえるだろう？

桜井弘 ８‐１６

水晶が好きだった宮沢賢治（１） 桜井弘 ９‐１３

韓国の科学館に行ってきました
その３

木村優斗 １０‐１４

水晶が好きだった宮沢賢治（２） 桜井弘 １０‐１６

水晶が好きだった宮沢賢治（３） 桜井弘 １１‐１８

２０２５年ノーベル物理学賞 大倉宏 １２‐１６

２０２６年 大倉宏 １‐１３

オリオン座を見つめたふたりの
作家

桜井弘 ２‐１４

その他の記事

館長よりご挨拶 吉岡克己 ４‐２

「うちゅう」５００号 江越航 １１‐２

学芸員補助スタッフ紹介 松本怜 １１‐１３

謹賀新年 １‐１８

学芸スタッフ紹介 三田村耕平 ３‐１３

学芸員の研究発表

６‐１８

インフォメーション

４‐２０、５‐１９、６‐１９、７‐１８、８‐２０、９‐２０、
１０‐１９、１１‐２０、１２‐１９、１‐１９、２‐１９、３‐２０

友の会

４‐２２、５‐２２、６‐２２、７‐２２、８‐２２、９‐２２、
１０‐２２、１１‐２２、１２‐２２、１‐２２、２‐２２、３‐２２

２０２５年度 もくじ
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科学館行事予定

プラネタリウム 開演時刻

土日祝休日
３／１７～
４／１０

１０：１０ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００ １７：００

ファミリー 彗星 ＯＲＩＧＩＮ ファミリー 彗星 ＯＲＩＧＩＮ 彗星
学芸員
ＳＰ※

平 日
９：５０ １１：００ １１：５５ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

学習投影 ファミリー 学習投影 ＯＲＩＧＩＮ 彗星 ＯＲＩＧＩＮ 彗星

所要時間：各約４５分間、途中入退場不可

※３／１７～４／１０は、土日祝休日スケジュールになります（学芸員スペシャルの投影は土・日・祝休日のみ）。
スケジュールは変更する場合があります。最新の情報は科学館公式ホームページをご覧ください。

月 日 曜 行 事

開催中

プラネタリウム「彗星ってどんな星？」（～５／３１）

プラネタリウム「ＯＲＩＧＩＮ 太陽系のはじまりを求めて」（～５／３１）

プラネタリウム「ファミリータイム」

プラネタリウム「学芸員スペシャル」（土日祝休日）

３ サイエンスショー

新収資料展「万博体験のパートナー、手持ちデバイス展」（～４／１２）

１２ 木 中之島科学研究所コロキウム

２０ 金 電気記念日スペシャルイベント２０２６

２８ 土 天体観望会「月と木星を見よう」（３／１７必着）

４
９ 木 中之島科学研究所コロキウム

２５ 土 天体観望会「月と木星を見よう」（４／１４必着）

サイエンスショー 開演時刻
各回の演目は館内掲示・ホームページでご確認ください。

土・日・祝休日は複数の演目を演示しています。

１１：００ １３：００ １４：００ １５：００
土・日・祝休日、３／１７～４／１０ ○ ○ ○ ○

平日 － － ○ －

所要時間：各約３０分間 会場：展示場３階サイエンスステージ ※各回先着９０名

インフォメーション

４月末までの

● 彗星：彗星ってどんな星？ ● ＯＲＩＧＩＮ：ＯＲＩＧＩＮ 太陽系のはじまりを求めて
● 学芸員ＳＰ：学芸員スペシャル ※土・日・祝休日のみ
● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその保護者を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）
● 学習投影：事前予約の学校団体専用（約５０分間）
☆プラネタリウム投影中、静かに観覧いただけない場合はプラネタリウムから退出していただきます。
観覧券の返金・交換はできませんのでご了承ください。
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大阪市立科学館 ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／

電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

休館日：毎週月曜日、３／３

開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

広報

Ｘ

科学館

YouTube

学芸

Ｘ

広報

instagram

インフォメーション

日々のできごとはホームページから。いつでもどこでも科学館とつながれます。

中之島科学研究所 第１６２回コロキウム

中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。

■日時：４月９日（木） １５：００～１６：４５ ■場所：研修室 ■申込：不要 ■参加費：無料

■テーマ：万博体験のパートナー、手持ちデバイス展

■講演者：渡部義弥

■概要：万博は「未来社会の実験場」でした。それが展示の分野で現れたのが、パビリオンで

それぞれに渡され個人ごとの体験を作ったＩＣＴデバイスでした。大阪市立科学館で収集し

たこれらデバイスの資料展の経緯や、展示されたデバイスの何が凄いのかを解説します。

月刊「うちゅう」ページ数減のお知らせ

昨今、主要原材料の価格高騰が続いており、従来のページ数を維持することが困難な状
況となっております。そのため２０２６年５月号より、「うちゅう」のページ数を大幅に減らして
発行いたします。何卒、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

電気記念日スペシャルイベント２０２６

令和８年電気記念日共催事業として、電気と光に関する科学イベントを開催します。電気の

大切さを楽しく知っていただくために、ボランティアのサイエンスガイドによるプチ・サイエンスシ

ョー、工作やワークショップの他、サイエンスステージでは電気や光がテーマのさまざまなサイ

エンスショーを上演します。１日楽しめる盛りだくさんなイベントです！

■日時：３月２０日（金・祝） １１：００～１５：３０ 実施時間はプログラムにより異なります。

■場所：展示場４階、３階「サイエンスステージ」、１階「みんなのサイエンス・ラボ」

■対象：どなたでも（保護者同伴が必要なものがあります）

■定員：プログラムにより異なります。 ■参加費：無料（展示場観覧料が必要です。）

■申込方法：当日、直接会場へお越しください。

■主催：地方独立行政法人大阪市博物館機構 ■共催：電気記念日行事関西実行委員会
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友の会 行事予定

友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

最新情報は、科学館ホームページ・友の会会員専用ページでご確認ください。

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。

月 日 曜 時間 例会・サークル・行事 場所

１４ 土 １１：００～１６：３０ りろん物理 研修室

１５ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２１ 土
１２：１０～１３：４５ 英語の本の読書会 第２会議室＋Ｚｏｏｍ

３ １４：００～１６：００ 友の会例会 研修室＋Ｚｏｏｍ

２２ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室＋Ｚｏｏｍ

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

２８ 土 １４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 第２会議室＋Ｚｏｏｍ

１１ 土
１１：００～１６：３０ りろん物理 研修室

１９：００集合 星楽（せいら） 次ページ参照

１２ 日
１３：３０～１５：００ 化学 第２会議室

１５：３０～１６：３０ 光のふしぎ 第２会議室＋Ｚｏｏｍ

４ １８ 土
１２：１０～１３：４５ 英語の本の読書会 第２会議室＋Ｚｏｏｍ

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室＋Ｚｏｏｍ

１９ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２５ 土 １４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 第２会議室＋Ｚｏｏｍ

２６ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室＋Ｚｏｏｍ

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

３月の友の会例会

友の会の例会では、学芸員による「今月のお話」の他、会員同士での科学に関する話題の

発表があり、科学の話題に触れて会員同士の交流を深めるチャンスです。Ｚｏｏｍでの参加も

可能です。また、１９：００からはＺｏｏｍを利用した、交流会（おしゃべり会）も開催いたします。

■日時：３月２１日（土）１４：００～１６：００ ■会場：科学館研修室、Ｚｏｏｍ

■今月のお話：「春分の日」 江越学芸員

今年は３月２０日が春分の日でした。しかし、来年の春分の日は３月２１日になります。どう

して年によって日付が変わるのでしょうか。春分の日は、天文学によって決まる祝日です。天

文学と春分の関係についてお話します。

友の会
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大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

郵便振替：００９５０‐３‐３１６０８２ 加入者名：大阪市立科学館友の会

友の会例会報告

２月の友の会の例会は、２１日（土）に開催しました。メイン

のお話は、野村学芸員の「万博で活躍した手持ちデバイス

たち」のお話でした。企画展で展示されている手持ちデバイ

スのうちいくつかは実際に触れてみることができるストック品

があり、科学館会場で参加者が体験してみました。

休憩を挟んで、森さん（Ｎｏ.９０６８）から「オーロラ観察の

報告」、飯山学芸員から、皆既月食の中継イベントと、ＭＡＰＳ

彗星の紹介がありました。また乾さん（Ｎｏ.４１５１）から「１～９

で２０２６」の問題の答えについて紹介がありました。参加者

は科学館会場に３４名、Ｚｏｏｍで１５名の合計４９名でした。

サークル星楽（せいら）

サークル星楽は、電車で奈良県宇陀市まで向かい、日帰りで天体観望を行います。

■日時：４月１１日（土） １９：００～ ■集合：近鉄三本松駅前

■申込：サークル星楽のホームページ ｈｔｔｐｓ：／／ｃｉｒｃｌｅｓｅｉｒａ.ｗｅｂ.ｆｃ２.ｃｏｍ／（推奨）

または、世話人さんへ電子メール（ｃｉｒｃｌｅ_ｓｅｉｒａ@ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ）にて。

■申し込み開始：３月１１日（水） ■申込締切：４月８日（水）

■備考：参加費は不要（無料）です。天候不良時は中止します。最終電車までに解散します

が、早く帰ることも可能です。詳しくはサークル星楽のホームページをご覧ください。

■友の会の会員特典の利用について

友の会の会員特典として、科学館の観覧料の割引があります。同伴の方を含めて５名まで

割引を受けることができますので、お知り合いの方を誘って科学館をご利用ください。同伴され

る方は友の会の会員でなくても割引が適用されます。

プラネタリウムの観覧料は２割引き、展示場の観覧料は無料になります。

科学館のチケットカウンターで会員証を提示の上、観覧券をお求めください。また、プラネタリ

ウムの観覧券、プラネタリウムと展示場のセットの観覧券は、インターネットでの事前購入も可

能です。なお、改札時に会員証をお見せ頂くこともありますので、来館時には友の会会員証を

お持ちください。

友の会

２３



ボールをうかそう（展示場２階）

２階「風がふく」エリアの「ボールをうかそう」です。

風の吹き出し口が４つあり、それぞれ天板に対して、垂直（９０°）、７５°、６０°、

４５°で設置されており、ボールを浮かせる難易度もこの順で上がります。

答えを先に言ってしまいましたが、ボールは４つとも浮きます。パネルでは「ベル

ヌーイの定理」で説明していますが、正しくは「コアンダ効果」で浮きます。

コアンダ効果は、粘性のある流体（風や水流）が、丸いモノに沿って向きを変えるこ

とで、この時、モノを引っぱり上げます。一方、ベルヌーイの定理は、粘性のない、非

圧縮の流体に成り立つ法則で、速度と圧力の関係を示しますが、よく似ています。

実際、４５°でボールをよく見ると、浮いている時、上の方が風と同じ向き、下の方

が風とは反対側に、クルクルと回っているのが分かります。風に引きずられているのが

分かります。ボールの上の方が、風が速いのです。

ちなみに、４５°のものはコツがあり、ボールを包むように、手をゆっくり離していくと、

うまくいきます。

さあ、あなたは４つとも浮かすことができますか？

石坂 千春（科学館学芸員）

展示場へ行こう

う
ち
ゅ
う

V
ol.42
,N
o.12（

通
巻
504
号
）
2026

年
3
月
10
日
発
行

発
行
所
大
阪
市
立
科
学
館
〒
530‐0005

大
阪
市
北
区
中
之
島
4
－
2
－
1
電
話
06
－
6444

－
5656

印
刷
所

東
洋
紙
業
高
速
印
刷
株
式
会
社

大
阪
市
浪
速
区
芦
原
2
－
5
－
56

「学芸員の展示場ガイド」では、いろんな展示を動画で紹介しています。ホー
ムページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！


